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静岡県におけるトマト黄化葉巻病の

多発生要因と防除対策

は じ め に

トマト黄化葉巻病はシルバーリーフコナジラミが媒介

するTomatoyeIIow leaf curl virus (TYLCV) によっ

て起こる病害である。 我が国では 199 6年 に静岡県で初

めて確認され(加藤， 1999)， 同年夏から秋 にかけては

愛知県と長崎県でも相次いで確認された。本病は特 に東

海地 方と九州地 方で発生が拡大 しつつあり， 2001年末

の発生は， 計9 県となっている。

静岡県の場合， 2000年 以降， 県の中西部地域を中心

に本病の多発生が続いているo このため， 岡県病害虫防

除所では農業試験場， 普及センター， 農協等と協力し，

現地 における発生状況 について調査するとともに， 生産

者 に対し防除対策 の徹底を呼びかけている。ここでは，

これまでの調査結果をふまえトマト黄化葉巻病の多発生

要因と防除対策 について紹介する。

I 静岡県における発生状況

前述のように， 静岡県では1996年 にトマト黄化葉巻
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病が確認されたが， 発生実態調査や生産者 への聞き取り

調査の結果から， その前年 の9 月ごろすでに別の地域で

発生していた可能性が指摘されている(加藤， 1999)。

1997年 以降， 本病は県の中西部地域を中心 に急速 に拡

大してきた( 図 -1)0 200 1年 9 月時点、における県内の発

生面積は 29 haで， こ れ は冬春ト マ ト の栽培面積の

17 %に相当し， 極めて重要な病害となっている。

本病は， 当初， 海岸線 に沿った産地 で発生していた

が， 現在は内陸部にまで広がり， シルバーリーフコナジ

ラミの分布地域と本病の発生地域がほぼ一致するまでに

至っている。

E 静岡県で発生しているTYLCV

トマト黄化葉巻病の病原ウイルスTYLCVは， 圏内

ではTYLCV-IsとTYLCV -Is-Mの二つの系統が報告

されている(加藤， 1999)。 いずれもイスラエルで確認

されたものだが， 長崎県で 発 生 し て い るTYLCV は

TYLCV-Isと境基 配列の相向性が98%と高く(大貫

ら， 1997)， 静岡県と愛知県で発生しているTYLCVは

TYLCV-Is-Mと海基 配 列 の 相向性 が98%と 高 い

(KAlり巴t al.， 1998) 0 TYLCV-Isは病徴が激しく， トマ

ト， トルコギキョウ(内川， 2000)， ノゲシ (善ら，

2001) ， エノキグサ， ウシハコベ(大貫， 私信) などに

感染するとされ， 一 方， TYLCV-Is-Mは病徴がやや軽

く， 主 にトマトに感染するとされている(KATO et al.， 

1998)。

前述のように静岡県と愛知県のTYLCV はいずれも

TYLCV-Is-Mと考えられているが， 静岡県清水市の

TYLCV (Gemini-S) と 愛 知 県 のTYLCV (Gemini­

A) を詳細に調べたKATO et al. (1998) によると， 両者

の非翻訳遺伝子間領域(以下， IR領域) には明瞭な相

違がある。IR領域は病原性や病徴との関連は薄いとさ

れているが， 本病の伝染経路を推定するための指標 にな

ると考えられた。そこで， 1999年 以降に県内各地 で採

集したTYLCV について， それらのIR領域を解析した

ところ， 静岡県内 にはGemini-SとGemini-A が混在

していることが判明した(表-1)。 すなわち， 199 6年 以

降発生が続いている中部地域からはGemini -Sが， また

2000 年以降 急激 に発生が拡 大した県西部地域か らは
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表 ー 1 静岡県の 各地で採取 し た TYLCV の IR領域 の 塩基配列

IR領域 の 境基配列

Gemini-S 清水市 ( 183) TTC CTT T-T A-T GTG G� (22J) AGA CGT CAC TGT CA 

焼津 l 焼津市 TTC CTT T-T A-T GTG G AGA CGT CAC TGT CA ー・ ・ 守一品 --. . ・ ・ ・ ・p ・ 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・------- ・ ー ー ・ ・ ・F 字 国. -------・ ・ ・- ---------- - . ----- -- - ---- ・ E ・ - ー ・ ・ ー ー・ ・ ・ ー ・ ・ ・ . --- ------- -- - - - -- ー ー
Gemini-A 愛知県 TAA CTT TAT G-C CCG G AG TC TAT TA 

大東 I 大東町 TAA CTT TAT G-C CC G AG TC TAT TA 

大東 2 大東町 TAA CTT TAT G←C CCG T AG- TC TAT TA 

大東 一3 大東町 TAA CTT TAT GCC CCG G AG TC TAT TA 

浜 松一1 浜 松市 TAA CTT TAT G-C CCG T AG- TC TAT TA 

雄踏ーl 雄踏町 TAA CTT TAT G-C CCG G AG- TC TAT TA 

浜岡1 浜 岡町 TAA CTT TAT G-C CCG T AG TC TAT TA 

Gemini-S は静岡県清水市で， ま た Gemini-A は愛知県で採取された (KATO et aJ.. 1998) . ー は 塩基配列 の 欠失を

示す.

表 - 2 ト マ 卜黄化葉巻病の 発生園場 お よ びそ の 周辺か ら 採集 し

た 植物の TYLCV感染状況

図 - 2 11争 岡 県に お け る TYLCV (Gemini-S. Gemini 

A) の分布

o Gemini-S， . Gemini-A， 数値 は 採 取 年 を 示

す.

Gemini-A がそれぞれ確認された( 図- 2)。

皿 伝 染 経 路

1 各種雑草に お け る TYLCV 感染状況

静岡県 のTYLCV はトマト以外 の農作物や雑草から

は検出されていないことから(KATO et aI.， 1998)， シル

ノfーリーフコナジラミによりトマトからトマトへと伝染

していくものと考えられている(市川， 2001)。しかし，

急速 な発生拡大の要因としてトマト以外 の宿主 が存在す

る疑いが捨て切れなかったため， 本病が多発生したトマ

ト栽培闘場およびその周辺より各 種植物を採集し，

PCR法を用いてTYLCVの検出を試みた。

調 査 は 2000 年10 月(20科4 2種) と 2001 年11 月

(8科17 種) の 2 度実施したが， いずれもトマト以外 の

植物からTYLCV は検出されなかった(表- 2)。

2 シ ルバ ー リ ー フコナジラ ミ に よ る TYLCV の媒

介率

TYLCV がシルバーリーフコナジ ラミによってどの

程度媒介されるのかを知ることは防除対策 を検討する上

科

ア カ パナ

ウ リ
オオノ f コ
ガ ガ イ モ
カ タノ f ミ
キ ク

植物名

コ マ ツ ヨ イ グ サ

キ ュ ウ リ ， カ ラ ス ウ リ ， ス イ カ
オオノてコ

ガ ガ イ モ

カ タ バ ミ

ア レ チ ノ ギ ク ， オニ タ ビ ラ コ ， キ

ク ， コ セン ダ ン グサ， ジ シパ リ ，
セイ タカ ア ワ ダチ ソ ウ ， チ チ コ グ

サ モ ド キ ， ノ ゲ シ， ノ ボ ロギ ク ，

ハ ル ジ ョオ ン， ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ，
ヒ ャ ク ニ チ ソ ウ ， ヨ モ ギ

キ ツ ネ ノ マ ゴ キ ツ ネ ノ マ ゴ

ク マ ツ ヅラ パーベナ sp
ク ワ カ ナ ム グ ラ

サ ト イ モ サ ト イ モ

シ ソ ホ ト ケノ ザ

セ リ チ ド メ グサ

タデ イ ヌ タデ， ギシギシ， ス イ バ

ト ウダ イ グサ エノ キ グサ

ナ ス イ ヌ ホ ウ ズ キ ， ジ ャ ガ イ モ ， テ リ

ミ ノ イ ヌ ホ ウ ズ キ ， ナ ス ， ピ ー マ
ン

ナ デシ コ ウ シハ コ ベ， オラ ン ダ ミ ミ ナ グサ ，

ムーノてブ

ヒ ユ

ヒ ル ガ オ

7 メ

20科

ノ ミ ノ フ ス マ ， ハ コ ベ， ミ ミ ナ グ

サ
ナ ワ シロイ チ ゴ

イ ノ コ ズ チ ， ヒ ナ タノ イ ノ コ ズ チ
サ ツマ イ モ

カ ラ ス ノ エン ド ウ， ク ズ， ク ラ ラ ，
シロツ メ ク サ

48種

PCRによる
TYLCVの検出

いずれもー

48種

!:記結果 は， 2000 年 1 1月 (20科42種) と 2001 年 10月 (8科17
種) の調査 を合わせた も の.
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で重要である。そこで， 保毒していないシルバーリーフ

コナジラ ミ 成虫を ト マ ト の発病株 kで 2 4 時間 吸汁させ

た後， トマ ト 苗1 株に対し吸汁させた成虫 I 頭を 2 日開

放飼した。その後， 約 2 か月間 ト マトを栽培して発病の

有無を観察した と ころ， 50 株のうち15株(30 %) で葉

縁が黄化し葉巻症状 と なる病徴が観察され， 本ウイルス

はシルバーリーフコナジラ ミ 成虫によって高率に媒介さ

れるこ と が確認された。

TYLCV がその分布を急速 に拡大 しつつある原因 と

して次のこ と が考えられるo 第l にTYLCVを 獲得し

たシルバーリーフコナジラ ミ 成虫は， 約1 日間の潜伏期

間を経た後に伝搬能力を持ち， かなり長期間生存してウ

イルスを伝搬するこ と である(METIITA et al.， 1 994)。第

2 に， 本虫は農作物ばかりでなく雑草にも広く寄生する

こ と で あ る。 第3 は， ト マ ト 苗 の 流 通 に よ っ て

TYLCVも 拡散している可能性があるこ と である。こ

うしたことを考え合わせる と ， 本ウイルスの宿主 がトマ

ト のみであっても， ト マ ト 黄化葉巻病が短期間のうちに

広範囲に発生するこ と は十 分に可能である と 推 察され

る。

3 ト マ ト 栽培圃場 に お け る 発病様相

トマ ト 黄化葉巻病はシルバーリ ーフコナジラ ミ により

媒介されるため， 闇場の出入り口や側窓付近の株から発

病し， しだいに内部に広がって ゆく と 考えられるo この

点を確認するため， 図-3 に 示したトマ ト 生産者 の 圃場

において発病株の分布を調査した。その結果， 2000 年
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図 - 3 ト マ ト 栽培岡 場 に お け る ト マ ト 黄化葉巻病発病株

の分布
・ : 2000 年 1 1 月 2 日 発病株， 0 : 同 年 1 2 月 8 日 発

病株， 0 : 天窓の位置， I : {目IJ 窓 の 位置， 1 1 : 出 入 り

口 ， 4 mm 目 合 い の 防虫 ネ ッ ト を 設 置 し た 圏場 (場
所) で調査 し た ，

10 月8 日に発病株は全く見られなかったが， 11月 2 日

には側窓や天窓の下付近に発病株が集中的に確認され，

1 2 月8 日 には11 月の発病株の周辺でも新たな発病株が

観察された。以上のように， 本病は開口部付近から発生

し始め， その後はそれら発病株の周辺へ と 広がっていく

もの と 考えられる。

W 多発生の要因

2001年5月から 9月にかけて， 本 病が 2年連続して

多発した県中部地域の大 東町において発生実態の調査を

行った。その結果， 下記の多発生要因が考えられた。

1 年聞 を通 じ た ト マ ト の存在

表 3 は調査地 区におけるトマ ト の栽培状況 と トマト

黄化葉巻病の発病状況 である。大部分の生産者は前年定

植作の栽培を 6 月までに終 了したが， その後も発病株が

放置されている圃場が認められた。また， 発病していて

も収穫が可能な株は， そのまま栽培されていた。一方，

次期作の定植は8月から始まり， 9月にはすでに 2 9%の

圃場で発病が認められた。 さらに， この地 区では ト マト

の家庭菜園も数多く， 8月にはその 23 %で発病株が認め

られた。以上のように当地 区では年聞を通じてトマトが

存在し， TYLCVはシルバ ー リ ー フコナジラ ミ によっ

て ト マトからトマトへ と 伝染している と 考えられた。こ

うした伝染環の中で， 家庭菜園のトマ ト も重要な役割を

果たしているもの と 思われる。

2 ト マ ト の残 さ 処理の不徹底

発病株や芽かきをした側枝， 摘葉した下葉などは， 土

中に埋めるか， ビニ ール袋などで密閉し完全に枯死させ

たのちにハウ スの外 に運び出すよう指導をしている。し

かし， こうした残さがそのまま圃場周辺に放置され活着

している ケ ースや， 捨てられた果実から発芽した と 思わ

れる実生も高頻度に見られた。本病の多発生が続いてい

道路 表 - 3 静岡 県小笠郡大東町に お け る ト マ ト 黄化葉巻病の発生状況

調査月 日 (2001 年)

5/8 6/ 1 2  7/12 8/8 9/7 

24 24 34 34 22 

1 9  1 8  5 3 
1 4  l O  3 

74 56 20 100 100 
8 2 1  
o 6 
o 29 

3 8 12 12 0 
o 0 0 3 
o 0 0 23 

施設栽培 調査閲場数

(前年定植作) 栽培圃場数
発生園場数
発病園場率 ( % )

( 当 年定植作) 栽培圏場数
発生圃場数
発病問場率 ( % )

家庭菜園 栽培園場数

発生圃場数
発病園場率 ( % )
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る背景 にはこうした闇場衛生の不徹底も考えられる。

3 ト マ ト 栽培園場周辺の作物

トマト栽培圃場の周辺ではサツマイモが広く栽培され

ている。 サツマイモの掃苗は5月下旬 に 始まり， 6 月 か

らはシルバーリーフコナジ ラ ミ が多数寄生していること

が確認されたが， サツマイモでは本虫 による被害はほと

んどないため防除が行われていなかった。トマト栽培園

場の周辺 にシルバーリーフコナジ ラ ミ の好適な作物が栽

培されている場合， それが本病の重要な多発生要因 にな

っていることが考えられる。

4 シルバー リ ーフコナジラミ防除の不徹底

トマト栽培闘場では， シルバーリーフコナジ ラ ミ は5

月 から発生し始め， はざかい期の 7 月 は発生圃場率がい

ったん減少したが， 次期作定植後の9 月 には再び増加し

た(表-4)。このよう に地 区全体として見た場合， シル

ノてーリーフコナジ ラ ミ の防除は必ずしも十 分でなかった

ものと考えられる。

5 防虫 ネ ッ ト 設置の不徹底

静岡県 では， シルバーリーフコナジ ラ ミ の圃場への侵

入対策 として， l mm目合い以下の防虫ネットを 開口部

の全て に 設置することとしているが， 当地 区では， 天窓

に 設置されていなかったり， 設置されていても 隙聞があ

るなど， 不 完全な設置が目立つた。なお， 防虫ネットを

設置している圃場と設置していない圃場で， トマト黄化

葉巻病の発生状況 とシルバーリーフコナジ ラ ミ の寄生状

況 を比較したところ， 設置された闘場では発病， 寄生と

も に低く抑えられており(表一5)， 防虫ネット には高い

表 - 4 ト マ ト 栽培圃場 に お け る シ ルバ ー リ ー フ コ
ナ ジ ラ ミ の発生

調査月 日 (2001 年)

5/8 6/1 2  7/ 12  8/8 9/7 

調査圃場数 24 24 34 34 23 

発生園場数 5 14 1 0  9 7 

発生圃場率 (%) 21  58 29 26 :lO 

調査は静岡 県小笠郡大東町で行 っ た .

表 - 5 防虫 ネ ッ ト ( l mm 目 合 い以下) の設置の有無 と シ ルバー

リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ お よ び ト マ ト 黄化葉巻病の発生 と の 関

係

防虫 ネ ッ ト の 調査 シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ 齢化葉巻病

設置 開場数 発生岡場数 発生闘場数

有 5 。 ( 0) 1 (20) 
無 1 7  1 1  (65) 6 (35) 

合計 22 

( ) 内 は発畳 間場率 ( %) を 示 す， 調査時月 日 : 2001 年 9 月 7 日 .

防除効果があることがわかる。

V 防 除 対 策

今回の現地 調査等の結果を踏まえ， トマト黄化葉巻病

の防除対策 を以下のよう にとりまとめた。

1 生産者個別 の対策

( 1 )施設の関口部全て に l mm目合い以下の防虫ネット

を設置する。

( 2 )定植苗はウイルスフリーで健全な株を使用する。

( 3 )定植時 には， クロロニコ チニル系の粒剤を植え穴土

壌 に混和する。

( 4 )定植後は， 黄色粘着ト ラ ップを設置し， シルバーリ

ーフコナジ ラ ミ が確認された場合はただ ち に 薬剤防

除を行う。

( 5 )発病株は， 寄生しているシルバーリーフコナジ ラ ミ

を殺虫後， 速 やか に 抜き取り， 枯死させるか土中 に

深く埋める。

( 6 )圃場周辺の除草を徹底する。

( 7)野外 でシルバーリーフコナジ ラ ミ が減 少する1 1 月

以降 に定植し， 本虫が増加してくる4 月 頃まで に栽

培を終了する。

2 生産者が共 同 で行 う 対策

シルバー リ ーフコナジ ラ ミ の野外 での発生が少ない4

月 頃まで に一斉 に栽培を終了する。栽培施設は 2 �3 週

間密閉してトマトを完全 に 枯死させ， 同 時 にシルバーリ

ーフコナジ ラ ミ を死滅させることが重要である。

3 地域住民の協 力

家庭菜園のトマトはシルバーリーフコナジ ラ ミ と病原

ウイルスの温床 になっている。このため， 地域住民 に 情

報資料を提供し， 除草， 殺虫剤の散布， 発病株の早期処

分 に理解と協力をお願いすることも大切である。

お わ り に

静岡県 では， トマト黄化葉巻病の発生地域がシルバー

リーフコナジ ラ ミ の分布域とほぼ一致するまで に至って

いるo 本病は今後， 全国的な重要病害 になると考えられ

ることから， 十 分な注意が必要であ ろう。
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